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財
団
法
人
・
毎
日
新
聞
西
部
社
会
事
業
団(

理
事
長
、
淵
上
忠
之
・
毎
日

新
聞
西
部
本
社
代
表)

は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
、
今
年
度
か
ら

初
め
て
外
部
の
識
者
の
方
々
を
新
役
員
に
迎
え
た
ほ
か
、
評
議
員
制
度
も
新

設
し
た
。
ま
た
公
益
法
人
会
計
の
新
基
準
に
沿
っ
た
今
年
度
予
算
や
前
年
度

決
算
な
ど
も
承
認
さ
れ
る
な
ど
、
国
の
公
益
法
人
制
度
の
抜
本
改
革
に
対

応
し
た
当
社
会
事
業
団
の
組
織
・
財
務
両
面
か
ら
の
新
し
い
体
制
が
整
っ
た
。

(単位 ： 円)
【事業活動収支】 【投資活動収支】

Ⅰ収入の部 Ⅰ収入の部
　基本財産運用収入 　特定資産取崩収入
　　基本財産利息収入 16,200 　　特別積立資産取崩収入 0
　特定資産運用収入 　投資有価証券運用収入
　　特定資産配当金収入 7,850,457 　　投資有価証券売却収入 15,241,000
　寄 付 金 収 入 　　投資有価証券運用益収入 0
　　指　定　寄　付　金 2,510,501 　　投資活動収入合計 15,241,000
　　一　般　寄　付　金 11,140,996 Ⅱ支出の部
　　書　画　即　売　展 22,601,099 　特定資産取得支出
　　毎日新聞社寄付金 3,960,000 　　特別積立資産取得支出 0
　雑   　収　   入 　投資有価証券運用支出
　　その他の受取利息 5,906 　　投資有価証券取得支出 15,241,000
　　有価証券運用収入 4,103,511 　　投資有価証券運用損支出 0
　　雑 　　　収　 　　入 213,200 　　投資活動支出合計 15,241,000

事業活動収入合計 52,401,870 投 資 活 動 収 支 差 額 0
Ⅱ支出の部
　事業費支出 【財務活動収支】
　　指 定 寄 付事業費 2,144,595 Ⅰ収入の部
　　児　童　福　祉　費 4,459,450 　　借入金収入 0
　　障 害 者 福 祉 費 2,605,482 　　財務活動収入合計 0
　　高 齢 者 福 祉 費 0 Ⅱ支出の部
　　医　療　福　祉　費 0 　　借入金返済支出 0
　　福祉 団体 助成費 6,671,385 　　財務活動支出合計 0
　　歳　末　事　業　費 14,246,466 財 務 活 動 収 支 差 額 0
　管理費支出
　　給　与・諸　手　当 10,386,220 【予備費支出】 0
　　福　利　厚　生　費 1,465,753
　　旅　費　交　通　費 4,090
　　電　　 　郵 　　　費 151,319
　　事務用 ・消耗品費 433,123
　　会　 　　議　 　　費 3,270
　　雑　　　　　　　　 費 91,450 【総 合 収 支】
　　公　  租　  公   課 272,700  当　期  収　支　 差　 額 9,466,567

事業活動支出合計 42,935,303 　前 期 繰 越 収 支 差 額 47,416,361
事 業 活 動 収 支 差 額 9,466,567 　次 期 繰 越 収 支 差 額 56,882,928

2006(平成18)年度収支決算

　　０７年度西部社会事業団新役員
　【理事】理事長＝淵上忠之(毎日新聞社常務取締役･西部本
社代表)▽常務理事＝田上猛(毎日新聞西部社会事業団事務局
長)▽亀津正武(北九州市地域福祉振興協会会長、元西部瓦斯
常務取締役)▽佐木隆三(作家、北九州市立文学館館長)▽陶
山秀昭(西日本鉄道取締役･専務執行役員)▽高野利昭(北九州
市芸術文化振興財団理事長、前北九州市助役)
　【評議員】大隅潔(スポーツニッポン新聞社常務取締役･西
部本社代表)▽福田信夫(北九州商工会議所理事･事務局長)▽
宮崎貴子(前北九州都市協会専務理事、元北九州市教育次長)
▽湯川典正(ＲＫＢ毎日放送北九州支社長)▽加藤信夫(毎日
新聞西部本社編集局長)▽角江慶輔(毎日新聞広告事業本部･
西部広告局長)▽宗弥治郎(毎日新聞執行役員･西部本社販売
局長)▽武田芳明(毎日新聞西部本社代表室長)
　【監事】秋本隆敏(毎日新聞西部本社経理担当部長)

初
め
て
外
部
役
員
迎
え
る

組
織
・
財
務
両
面
か
ら
見
直
す

国
の
公
益
法
人
改
革
に
対
応

任
期
満
了
に
伴
う
新
役

員
を
選
任
し
た
。
理
事

６
人
の
う
ち
４
人
は
外

部
の
有
識
者
を
、
評
議

員
８
人
の
う
ち
半
数
の

４
人
を
同
様
に
外
部
有

識
者
に
お
願
い
し
た
。
い

ず
れ
も
地
元
政
財
界

及
び
文
化
人
の
そ
う
そ

う
た
る
方
々
で
、
当
事

業
団
の
今
後
の
運
営
の

　
当
社
会
事
業
団
の

外
部
役
員
の
導
入
や

評
議
員
会
制
度
の
設

置
は
従
来
か
ら
の
懸

案
事
項
の
一
つ
だ
っ
た

が
、
当
団
の
定
款
と
も

い
え
る
「
寄
附
行
為
」

の
改
正
を
伴
う
こ
と

も
あ
っ
て
先
送
り
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
国

の
公
益
法
人
制
度
の

抜
本
改
革
が
本
格
化

す
る
の
を
控
え
、
本
団

の
体
制
も
整
備
し
た
。

　
ま
ず
３
月
30
日
に
開

催
し
た
今
年
の
第
１
回

理
事
会
で
「
寄
附
行
為
」

を
改
正
し
、
評
議
員
会

の
新
設
を
盛
り
込
む
な

ど
し
た
。
続
い
て
４
月
24

日
の
第
２
回
理
事
会
及

び
第
１
回
評
議
員
会
で

大
き
な
推
進
力
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
公
益
法
人
制
度

改
革
は
民
間
の
非
営
利

部
門
の
活
動
促
進
と
現

行
制
度
の
不
備
を
改
め

る
た
め
、
数
年
前
か
ら

検
討
が
進
ん
で
い
た
。

　
そ
の
結
果
、
昨
年
度

か
ら
会
計
基
準
が
改
正

さ
れ
た
の
に
続
き
、
同

年
６
月
に
は
公
益
法
人

制
度
改
革
の
関
連
３
法

が
公
布
さ
れ
、
来
年
秋

ご
ろ
ま
で
に
は
施
行
さ

れ
る
見
通
し
。

　
新
制
度
は
、
主
務
官

庁
に
よ
る
許
可
制
だ
っ

た
公
益
法
人
設
立
が
、

登
記
の
み
で
設
立
で
き

る
一
般
公
益
法
人
と
民

間
有
識
者
に
よ
る
委
員

会
審
査
を
経
て
認
定
さ

れ
る
認
定
公
益
法
人
に

大
別
さ
れ
る
。
認
定
公

益
法
人
は
当
事
業
団
の

よ
う
に
公
益
事
業
を
主

目
的
に
し
た
法
人
で
、

よ
り
高
い
公
益
性
や
透

明
性
が
求
め
ら
れ
る
。

'07年度の新体制

海外救援金が激減
06年度
決　算事業費は３千万円超

　
07
年
度
の
事
業
計
画

や
収
支
予
算
、
06
年
度

の
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
な
ど
も
第
１
、
２

回
理
事
会
と
第
１
回
評

議
員
会
で
原
案
通
り
可

決
・
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
財
務
処
理
は
新
会

計
基
準
に
即
し
た
も
の

で
、
財
務
諸
表
の
様
式

も
一
新
し
た
。

　
06
年
度
の
収
支
決
算

は
上
記
の
通
り
だ
が
、

新
会
計
基
準
に
沿
っ
て

事
業
活
動
収
支
、
投
資

活
動
収
支
、
財
務
活
動

収
支
の
三
区
分
方
式
で

処
理
し
た
。
収
入
面
で

は
、
当
事
業
団
運
営
を

支
え
る
募
金
収
入
が
大

幅
に
減
っ
た
。
特
に
海

外
難
民
救
援
金
や
小
児

が
ん
征
圧
募
金
な
ど
の

指
定
寄
付
金
が
わ
ず
か

２
５
１
万
余
円
で
、
前

年
度(

８
８
７
万
余
円)

に
比
べ
６
３
６
万
余
円

も
激
減
し
た
。
こ
れ
は

大
口
募
金
が
な
く
な
っ

た
ほ
か
、
被
災
者
救
援

募
金
を
呼
び
掛
け
る
よ

う
な
大
き
な
災
害
が
少

な
か
っ
た
な
ど
の
た
め

と
み
ら
れ
る
。

　
他
の
収
入
も
全
般
に

漸
減
傾
向
で
、
収
入
総

額
は
前
年
度(

７
０
７

５
万
余
円)

に
比
べ
１

８
３
５
万
余
円
減
の
５

２
４
０
万
１
８
７
０
円

だ
っ
た
。

　
一
方
、
支
出
面
で
は

ほ
と
ん
ど
が
継
続
的
な

助
成
・
援
助
の
た
め
、

ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
事

業
費
支
出
だ
っ
た
。
当

団
が
主
催
・
後
援
す
る

事
業
は
児
童
福
祉
、
障

害
者
福
祉
、
福
祉
団
体

助
成
、
歳
末
事
業
費
な

ど
５
部
門
、
50
件
に
の

ぼ
り
、
事
業
費
支
出
は

総
額
３
０
０
０
万
円
を

超
え
た
。

　
役
員
の
任
期
満
了
を

機
に
組
織
を
一
新
。
本

団
役
員
は
従
来
、
理
事

10
人
、
監
事
２
人
だ
っ

た
の
を
、
理
事
６
人
、

監
事
１
人
と
し
、
新
た

に
８
人
の
評
議
員
を
選

任
し
、
評
議
員
会
を
設

置
し
た
。
う
ち
理
事
４

人
、
評
議
員
４
人
の
計

８
人
を
初
め
て
外
部
役

員
と
し
て
迎
え
た
。

　
理
事
会
と
評
議
員
会

は
互
い
に
チ
ェ
ッ
ク
し
合

う
関
係
に
あ
り
、
公
正

で
よ
り
高
い
透
明
性
を

確
保
す
る
の
が
狙
い
。

新
役
員
は
左
記
の
通
り

で
、
理
事
長
と
常
務
理

事
は
重
任
さ
れ
た
。

 

　
死
者
１
人
、
け
が
人

３
０
０
人
以
上
の
大
き

な
被
害
が
あ
っ
た
石
川

県
・
能
登
半
島
地
震
で

被
災
者
救
援
金
を
呼

び
掛
け
て
い
る
毎
日
新

聞
社
と
財
団
法
人
・
毎

日
新
聞
東
京
・
大
阪
・

中
部
・
西
部
の
各
社
会

事
業
団
は
こ
の
ほ
ど
、

第
一
次
分
と
し
て
１
千

　
能
登
半
島
地
震
は
今

年
３
月
25
日
に
発
生
、

同
県
輪
島
市
を
は
じ
め

七
尾
市
な
ど
各
地
で
、

合
わ
せ
て
２
千
戸
以
上

の
住
宅
が
全
半
壊
す
る

な
ど
大
き
な
被
害
が
出

た
。
こ
の
た
め
毎
日
新

聞
社
と
毎
日
新
聞
社
会

す
る
「
ハ
ロ
ー
デ
ィ
」(

本

社
、
北
九
州
市
小
倉
北

区)

は
、
地
域
貢
献
活
動

の
一
つ
と
し
て
「
被
災
地

の
復
興
の
一
助
に
」
と
25

万
円
を
寄
託
し
た
。
ま

た
、
福
岡
市
の
市
消
防

設
備
士
会(

児
島
千
久

男
会
長
、
４
６
０
人)

も

10
万
円
を
寄
託
し
た
。

事
業
団
は
い
ち
早
く
、

読
者
な
ど
に
被
災
者
救

援
金
を
呼
び
か
け
、
次

々
と
救
援
金
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　
西
部
社
会
事
業
団
で

も
、
直
後
か
ら
「
被
災
地

の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
」
「
一
日
も
早
い
復
興

を
祈
り
ま
す
」
な
ど
の

添
え
文
と
と
も
に
、
続

々
と
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
た
。
募
金
の
大
半
は

個
人
的
な
寄
託
だ
が
、

中
に
は
福
岡
県
内
や
山

口
県
下
関
市
内
で
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展
開

　
今
年
の
祝
い
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
、
例
年
の
福
岡
、

山
口
両
県
に
加
え
、
長

崎
県
内
に
も
広
げ
、
児

童
養
護
施
設
や
肢
体

不
自
由
児
施
設
、
障
害

児
施
設
な
ど
１
０
３
カ

所
の
児
童
福
祉
施
設
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

調
査
。
今
春
、
小
学
校
へ

入
学
の
子
ど
も
た
ち
や

中
学
校
、
高
校
を
卒
業

す
る
計
92
施
設
の
７
１

５
人
の
子
ど
も
た
ち
に
、

ラ
ン
ド
セ
ル
や
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
・
セ
ッ
ト
、
手
提

げ
セ
ッ
ト
、
雨
具
セ
ッ
ト

目
覚
し
時
計
、
図
書
カ

ー
ド
な
ど
を
贈
っ
た
。

　
祝
い
品
を
贈
っ
た
92
施

設
の
う
ち
、
80
施
設
か

ら
計
１
６
６
通
の
礼
状

が
届
い
た
。
こ
の
中
に
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ

た
子
ど
も
た
ち
自
身
が

書
い
た
礼
状
や
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
に
通
学
す
る

可
愛
ら
し
い
絵
、
寄
せ

書
き
の
色
紙
、
塗
り
絵

な
ど
が
88
通
も
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
か
ら
、
い
く

つ
か
紹
介
す
る
と
…
…

「
洋
裁
専
門
の
学
校
に

行
っ
て
、
一
生
懸
命
勉

強
し
ま
す
」
「
昔
か
ら
時

計
が
好
き
で
、
大
事
に

使
い
ま
す
」
「(

ラ
ン
ド
ル

セ
ル
を
背
に)

ま
い
に
ち

か
が
み
を
み
て
い
ま
す
」

「
将
来
、
人
の
役
に
立
つ

人
に
な
り
た
い
で
す
」
な

ど
、
新
入
学
の
喜
び
や

将
来
の
夢
、
高
校
や
進

学
へ
の
期
待
な
ど
が
つ
づ

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
様
に
「
愛
の

義
援
金
」
を
第
二
次
配

分
し
た
団
体
助
成
金
の

う
ち
、
山
口
県
共
同
募

金
会
を
通
じ
て
助
成
金

を
贈
っ
た
28
カ
所
の
心

身
障
害
者
の
デ
イ
ケ
ア

ハ
ウ
ス
や
精
神
障
害
者

の
共
同
作
業
所
か
ら
も

　「ランドセル、ありがとうございました」「高校に進学するので、頂い
た図書カードで参考書を買います」――毎日新聞西部社会事業団
が歳末募金「愛の義援金」を活用して新入学・卒業の祝い品をプレ
ゼントした児童養護施設などの子どもたちから、感謝の気持ちをつ
づった、たくさんの礼状が同事業団事務局に届いた。

写
真
や
礼
状
が
ど
っ
と

届
い
た
。
助
成
金
の
使
い

方
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
季

節
が
ら
花
見
な
ど
の
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
研
修

旅
行
の
費
用
の
一
部
と

し
た
り
、
作
業
服
を
そ

ろ
え
た
り
、
ゲ
ー
ム
用

具
を
買
っ
た
り
、
と
有

効
に
使
っ
て
い
た
。

新入学、卒業の祝い品プレゼント

喜びや将来の夢、期待などつづる

石
川
県
に
１
千
万
円

能登半島地震

万
円
を
被
災
地
の
石

川
県
に
届
け
た
。

被
災
者
救
援
金
の
第
一
次
分

51
件
79
万
４
４
９
９
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
各
事
業
団
へ
の
募
金
は

５
月
15
日
、
毎
日
新
聞

北
陸
総
局
の
松
田
秀
敏

総
局
長
を
通
じ
、
金
沢

市
の
石
川
県
庁
で
谷
本

正
憲
知
事
に
１
千
万
円

の
目
録
を
手
渡
し
た
。

谷
本
知
事
は
「
募
金
を

し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。
復
興
に

向
け
て
は
こ
れ
か
ら
が

正
念
場
を
迎
え
る
が
、

仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
お

年
寄
り
の
ケ
ア
な
ど
に

全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と

お
礼
を
述
べ
た
。

　
こ
う
し
て
寄
せ
ら
れ
た

西
部
事
業
団
へ
の
義
援

金
は
５
月
末
日
現
在
、

　石川県の谷本正憲知事(右)に１千万円の目録
を手渡す毎日新聞北陸総局の松田秀敏総局長

　
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

届
い
た
感
謝
の
礼
状
や
寄
せ
書
き
な
ど

子どもたちから感謝の礼状

年
金
支
給
通
知
は
ず
っ

と
旧
住
所
に
郵
送
さ

れ
て
い
る
。
支
給
の
担

当
部
署
に
確
認
す
る

と
「
こ
ち
ら
に
は
住
所

変
更
届
け
は
出
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
」
。

　
◆
エ
ッ
。
同
じ
庁
内
な

の
に
…
ど
う
し
て
？
　

情
報
が
一
元
化
さ
れ

て
い
な
い
の
だ
。
「
そ
う
い

う
決
ま
り
で
す
。
住
所

変
更
届
け
の
用
紙
を
送

り
ま
す
の
で
、
住
所
変
更

届
け
を
出
し
て
下
さ
い
」

　
ウ
ン
!?
と
思
っ
た
が
、

用
紙
は
確
か
に
届
い
た
。

新
住
所
は
ち
ゃ
ん
と
把

握
し
て
い
た
の
だ
。

　
◆
不
明
納
付
記
録
の

確
認
に
は
、
相
当
の
時
間

と
手
間
、
費
用
が
か
か
る

だ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。

納
付
者
の
不
利
益
を
回

復
す
る
の
は
当
然
だ
が
、

情
報
管
理
が
き
ち
ん
と

出
来
て
い
な
い
か
ら
、
不

明
の
納
付
記
録
が
出
て

き
た
り
、
二
重
の
住
所
変

更
届
け
を
さ
せ
て
も
当

然
と
思
っ
て
し
ま
う
。
社

保
庁
は
、
金
や
時
間
の
無

駄
遣
い
が
身
に
つ
い
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。(

田)

ケ
ー
ス
も
多
い
と
い
う

か
ら
深
刻
だ
。

　
◆
社
保
庁
の
ず
さ
ん

な
事
務
処
理
で
思
い
出

し
た
。
私
事
に
な
る
が
、

昨
夏
転
居
し
た
際
、
厚

生
年
金
保
険
料
納
付

の
た
め
の
住
所
変
更
届

け
を
出
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
社
保
庁
か
ら
届
く

　
◆
ま
た
ま
た
、
69
号

の
発
行
が
遅
れ
て
し
ま

っ
た
。
言
い
訳
す
る
と

今
号
の
表
の
面
に
掲

載
し
た
よ
う
に
「
寄
附

行
為
」
の
改
正
や
新
役

員
選
任
な
ど
を
し
た

理
事
会
・
評
議
員
会
の

開
催
準
備
な
ど
に
忙

殺
さ
れ
た
、
と
…
…
ス

イ
マ
セ
ン
。

　
◆
ま
た
ま
た
、
社
会

保
険
庁
が
や
っ
て
く
れ

た
。
か
ね
て
デ
タ
ラ
メ

な
金
の
使
い
方
な
ど
で

批
判
を
浴
び
た
が
、

今
度
は
こ
と
も
あ
ろ

う
に
、
誰
が
支
払
っ
た

か
分
か
ら
な
い
保
険

料
納
付
記
録
が
５
０
９

５
万
件
も
見
つ
か
っ
た

と
い
う
。
逆
に
、
保
険

料
は
支
払
っ
た
の
に
納

付
記
録
が
な
い
と
い
う

西
部
へ
の
義
援
金

51
件
、
79
万
余
円


